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年 8 月 23 日にオンライン形式で実施された。開催にあたり、科の院生の中から、ラウンド
テーブル開催に向けてのワーキンググループ（ＷＧ）が発足し、何度か打ち合わせを行い、












をおたがいに自由に語り、聴き合うもので、第１回は 2020 年 8 月 23 日にオンライン形式
で実施された。 
 









































































全員が仕事を持っているため会議は Zoom で 21：00 から行った。会議の概略は〔表 1〕
のとおりである。ここからは、ＷＧの初会議からラウンドテーブル前日までの準備のため
の全 5 回の会議と WG の行動の変化を三好の目線から振り返る。 
  




































表 1 ＷＧメンバーによる会議一覧 
回 実 施 期 日 主 な 議 題 
第 1 回 2020 年 5 月 30 日（土） ラウンドテーブルの目的・進行の確認 
第２回 2020 年 6 月 27 日（土） ラウンドテーブルの内容と役割分担の検討 
第３回 2020 年 7 月 22 日（火） ラウンドテーブルの内容の詳細の検討 
第４回 2020 年 8 月 18 日（火） ラウンドテーブル当日の役割分担の確認 
第５回 2020 年 8 月 22 日（土） ラウンドテーブル当日の最終確認 
 
 


























































8 月 8 日、教員 1 名が午後から参加するとの連絡を受け、参加者 2 名が追加となる。8
月 14 日、スタッフ予定の 1 名が欠席、さらに 1 名が欠席になる可能性あるとの連絡を受
け 2 名のスタッフの代役を立てた。参加者 1 名が追加され、さらに教員 1 名の午後から参









第 4 回会議（8 月 18 日）はＷＧ7 名と当日の午前のラウンドテーブルのファシリテータ
ーとなるスタッフも参加した。これまでの流れと当日の役割分担について三好よりスタッ





会議後にも 1 名の参加者の追加があった。8 月 21 日には、語りのメモの提出を確認し
提出のない方に個別に連絡を取った。このうち 2 名が提出遅延、2 名が欠席の連絡があ
り、1 名が連絡不可であった。当初使用予定の Zoom の調子が悪いため予備の Zoom の用意
をしておくことにした。 























き出せるのではないかと考える。                 （三好 加奈子） 
 
３．実施と展開 
2020（令和）2 年 8 月 23 日、10 時から 16 時まで、参加者は 41 名、Zoom を使用したオ
ンラインにてラウンドテーブル等を実施した。当日の実施内容は〔表 2〕の通りである。  




































表 2 当日の実施内容 

















Zoom へのアクセス開始《名前の設定：グループ No.氏名＠所属》 
ラウンドテーブルの説明《担当：WG メンバー：教育学研究科（博士後期課程）》 
ラウンドテーブル開始《異業種 4 名程度のグループ編成》 










ブレイクアウトセッション①《異業種・同業種・教授等 4 名程度のグループ編成》 
ブレイクアウトセッション②《異業種・同業種・教授等 4 名程度のグループ編成》 
記念撮影・終了 
参加者：教育学研究科（博士後期課程・修士課程）、教育実践研究科、客員研究員、大学院教授等 
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１）参加者について 
アンケート回収数は 33 名で、男女比は男性 8 名、女性 25 名であった（図３）。年齢構成
は 20 代 2 名、30 代 7 名、40 代 13 名、50 代 9 名、60 代以上 2 名であった（図４）。 
 
         
図 3 参加者の男女比             図 4 参加者の年齢 
 
２）参加者の所属について 











図 5 参加者の職業 
３）ラウンドテーブルへの参加目的と達成度 
参加の目的は参加の目的（複数回答）は、交流 19、情報交換 5、学びあい 3、自己の省
察 6、他者の話を聞きたい 5、体験してみたかった 3、語り 2、研究の相談 2、自己のモチ
ベーションの向上 2、体験してみたかった 3、ラウンドテーブル実践力の向上 1 となって






















図 6  参加目的と達成度           図 7 目標達成度 
 
４）ラウンドテーブルの経験回数と達成度 
ラウンドテーブルの参加経験は、33 名 20 名（61％）が初めてであり、2 回以上経験者
6 名（18％）3 回以上経験者 7 名（21％）であった（図８）。経験回数別に目的達成度を見
ると、初めての参加者の満足度が最も高い（図９） 。 
    























































星槎大学大学院紀要第 2巻第 2号（2020） 
 103 
 
























































































































Slack や Zoom を活用するにあたっての修練について 






































早いもので第 1 回目星槎ラウンドテーブルから 4 か月が過ぎた。筆者は、この経過をま
とめようと言い出したにも関わらず、他の課題や研究、仕事に追われ、ほとんど放置して
いた。それでも抜群のチームワークで分担作業を行うことができ、まとめた結果と今後の
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Educational practices report 
 
 
Planning, Practicing, and Reflection on the “Seisa” Round Table 
－Through Talking and Listening among Human-relationship-specialists－  
 
Kenji Miwa1,a・Kanako Miyoshi1,b・Minako Yoshio1,b・Mie Sugimoto2,c・Chieko Ishida3,d 
（1 Graduate School of Education, Seisa University・2 Graduate School for Practitioners of 





Members of Master and Specialist degree program and also Ph.D program students at Seisa 
University are almost mature students and so-called ‘human-relationship-specialists’. They have 
enough contents of talking and listening to others, which are related to human-relationships as 
teachers, nurses etc., especially during Covid-19 times in 2020. Among Master & Specialist degree 
program and Ph.D. program students, some working group members were recruited. They discussed 
and tried to make planning, practicing and evaluating about the Seisa Roundtable on 23. August 
2020.  
In this practical report, the preparing, planning and practicing phases and some impressions 
by the participants are recorded. Then some reflections ‘in action’ and ‘on action’ by working group 
members are recorded and discussed each other.  
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